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保
坂
隆
司
さ
ん
の
訃
報
を
知
っ
た
の

は
、
本
会
経
由
で
支
部
事
務
局
か
ら
で

あ
っ
た
。
入
院
さ
れ
て
い
る
と
の
事
を

耳
に
し
て
い
た
矢
先
で
も
あ
り
、
只
々

驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
に
、
鶴
の
湯

温
泉
で
行
わ
れ
た
設
立
五
十
周
年
記
念

式
典
に
、
わ
ざ
わ
ざ
熱
海
市
か
ら
ご
出

席
し
て
く
だ
さ
り
、
講
演

し
て
頂
い
た
あ
の
元
気
な

笑
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

本
会
永
年
会
員
で
、
当

支
部
の
名
誉
顧
問
で
も
あ

る
保
坂
さ
ん
は
、
堅
実
で

几
帳
面
、
人
情
の
篤
い
知

識
人
で
、
優
れ
た
登
山
感

を
抱
く
岳
人
で
も
あ
り
、

私
は
今
日
ま
で
の
長
い
間
、

師
と
し
て
仰
ぎ
、
登
山
の
人
生
を
歩
ま

せ
て
頂
い
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の

ご
逝
去
は
真
に
残
念
で
な
ら
な
い
。 

保
坂
さ
ん
の
名
前
を
初
め
て
知
っ
た

の
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
山
と
渓
谷
社

で
発
行
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
東
北

の
山
旅
」
で
執
筆
さ
れ
て
い
た
鳥
海
山

等
を
読
ん
で
の
事
で
あ
っ
た
。 

山
登
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
私
に

と
っ
て
は
唯
一
の
参
考
書
で
も
あ
り
、

文
中
の
太
平
山
不
帰
ノ
沢
や
鳥
海
山
北

壁
等
に
は
特
に
感
銘
を
受
け
、
後
に
実

践
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
昭

和
四
十
年
の
支
部
総
会
の
時
で
、
こ
の

頃
の
私
は
「
Ａ
Ａ
Ｃ
十
五
周
年
記
念
誌
」

を
編
纂
し
て
い
た
時
で
も
あ
り
、
創
立

会
員
で
も
あ
る
保
坂
さ
ん
に
秋
田
国
体

に
つ
い
て
の
寄
稿
を
お
願
い
し
て
い
た
。 

ま
た
、
同
四
十
三
年
の
荒
巻
廣
政
初

代
支
部
長
が
、
故

郷
の
流
山
市
に
帰

郷
さ
れ
る
に
当
た

っ
て
の
送
別
山

行
・
仁
別
国
民
の

森
で
ご
一
緒
に
な

っ
た
り
も
し
、
そ

の
頃
か
ら
特
に
親

交
を
深
め
さ
せ
て

頂
い
て
き
た
と
記

憶
し
て
い
る
。 

昭
和
二
十
五
年
に
、
秋
田
県
初
の
第

五
回
静
岡
国
体
山
岳
部
門
に
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
参
加
さ
れ
た
保
坂
さ
ん
は
、
そ

の
帰
省
後
に
友
志
と
共
に
ア
キ
タ
・
ア

ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
（
Ａ
Ａ
Ｃ
）
を
結
成

さ
れ
、
そ
の
翌
年
に
は
身
魂
を
傾
け
て

秋
田
県
山
岳
連
盟
の
創
設
に
携
わ
り
、

初
代
理
事
長
と
し
て
登
山
技
術
の
向
上

と
登
山
知
識
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
、
県

岳
連
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き

た
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。 

特
に
、
昭
和
三
十
六
年
の
第
十
六
回

秋
田
国
体
で
は
、
前
年
に
登
山
部
門
実

行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
事
務
局

の
主
役
と
な
っ
て
大
会
を
成
功
裡
に
導

い
た
事
は
、
保
坂
さ
ん
の
登
山
人
生
の

中
で
も
最
大
の
業
績
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

保
坂
さ
ん
と
山
行
を
共
に
し
た
事
は

数
少
な
か
っ
た
が
、
支
部
運
営
に
当
た

っ
て
は
、
数
多
く
の
時
間
を
割
い
て
頂

き
ご
指
導
を
頂
い
た
。 

特
に
思
い
出
に
残
る
の
は
「
支
部
設

立
四
十
周
年
記
念
誌
」
の
編
纂
に
当
た

っ
て
の
事
で
あ
る
。
平
成
十
年
の
秋
頃

に
、
翌
年
に
迎
え
る
設
立
四
十
周
年
の

記
念
誌
に
、
何
か
主
題
に
な
る
も
の
は

な
い
か
と
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
支

部
設
立
に
保
坂
さ
ん
と
共
に
参
画
さ
れ

た
福
田
文
二
さ
ん
か
ら
、
明
治
時
代
に

画
人
の
平
福
百
穂
が
日
本
山
岳
会
の
会

員
で
あ
っ
た
と
の
事
を
生
前
に
聞
か
さ

れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
明
治
か
ら

支
部
設
立
の
年
ま
で
の
秋
田
県
に
関
係

す
る
全
て
の
会
員
を
調
べ
、
そ
の
経
歴

を
纏
め
て
み
よ
う
と
保
坂
さ
ん
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
早
速
快
諾
を
頂
き
、
記

念
誌
の
編
纂
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
事
が

出
来
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の

頃
、
本
会
創
立
百
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
百
年
史
委
員
会
が
発
足
し
て

お
り
、
そ
の
委
員
長
で
も
あ
る
松
田
雄

一
元
副
会
長
に
、
年
次
晩
餐
会
の
席
上

に
於
い
て
保
坂
さ
ん
と
こ
の
旨
の
協
力

を
お
願
い
し
、
快
く
承
諾
し
て
頂
い
た

保 坂 隆 司 氏 追 悼 
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も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
、
松
田
さ
ん
が
尽
力
さ
れ
て

調
べ
上
げ
た
資
料
も
含
め
て
、
保
坂
さ

ん
が
「
会
員
列
伝
」
と
題
し
て
纏
め
上

げ
、
設
立
四
十
周
年
記
念
誌
に
飾
ら
せ

て
頂
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
保
坂
さ
ん
は
本
会
百
年
史

編
纂
委
員
と
し
て
、
松
田
委
員
長
の
も

と
に
、
日
本
山
岳
会
百
年
史
の
「
日
本

山
岳
会
支
部
の
設
立
と
そ
の
歩
み
」
と

「
会
室
の
変
遷
」
、
そ
の
資
料
編
で
は
支

部
関
係
を
、
集
会
関
係
で
は
南
川
金
一

委
員
と
で
纏
め
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。 

尚
、
前
述
の
「
会
員
列
伝
」
が
、
百

年
史
編
纂
委
員
会
の
活
力
に
大
い
な
る

刺
激
を
与
え
て
い
た
と
い
う
事
を
、
後

日
に
な
っ
て
南
川
さ
ん
か
ら
知
ら
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
も
保
坂
さ
ん
の
努
力

の
賜
で
あ
り
、
そ
の
百
年
史
は
、
保
坂

さ
ん
に
と
っ
て
本
会
に
お
け
る
最
も
大

き
な
仕
事
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
と
ご

指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
、
衷
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
（
合
掌
） 

 

 

        

                 
 

私
は
高
校
時
代
（
昭
和
三
十
七
年
）

に
発
足
し
た
女
性
だ
け
の
山
岳
会
「
や

ま
ぶ
き
会
」
の
会
員
で
あ
っ
た
。
そ
の

研
修
会
の
講
師
の
一
人
で
あ
っ
た
保
坂

さ
ん
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
時
の
ガ
リ
刷
り
講
習
会
資
料
は
、

捨
て
き
れ
ず
に
、
ま
だ
手
元
に
あ
る
。 

社
会
人
と
な
っ
て
結
婚
、
子
育
て
と
、

山
へ
登
る
機
会
な
ど
全
く
な
い
時
代
を

過
ご
し
、
四
十
代
後
半
か
ら
ま
た
登
り

始
め
、
縁
あ
っ
て
日
本
山
岳
会
に
平
成

四
年
に
入
会
し
た
。
そ
の
年
の
年
次
晩

餐
会
に
初
め
て
参
加
し
、
落
ち
着
き
無

く
あ
た
り
を
見
回
し
て
い
た
ら
、
見
覚

え
の
あ
る
方
が
い
ら
し
た
。
記
憶
を
辿

っ
て
、
あ
の
時
指
導
し
て
頂
い
た
保
坂

さ
ん
だ
と
気
づ
き
、
遠
慮
し
な
が
ら
お

声
を
か
け
た
ら
、
ご
本
人
で
あ
っ
た
。 

平
成
十
一
年
、
秋
田
支
部
設
立
四
十

周
年
記
念
誌
の
「
会
員
列
伝
」
や
設
立

以
来
の
「
会
員
名
簿
」
を
ワ
ー
プ
ロ
へ

の
打
ち
込
み
を
依
頼
さ
れ
、
校
正
等
で

親
し
く
お
声
を
か
け
て
頂
く
よ
う
に
な

り
、
保
坂
さ
ん
が
帰
秋
の
際
に
は
、
支

部
の
方
々
と
の
懇
親
会
に
も
参
加
さ
せ

て
頂
い
た
。 

保
坂
さ
ん
に
は
、
高
校
時
代
の
懐
か

し
い
思
い
出
と
共
に
、
支
部
運
営
の
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
事
に
深
く
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。
（
合
唱
） 

山

岳

古

道

調

査

情

報 
 

・
矢
島
街
道
に
つ
い
て
本
会
理
事
か
ら

の
五
月
二
十
九
日
の
連
絡
を
要
約
。 

「
矢
島
街
道
、
由
利
本
荘
～
真
室
川
へ

の
街
道
は
、
特
に
そ
の
中
の
皿
川
～
甑

峠
～
鏡
沢
は
歴
史
・
距
離
な
ど
で
山
岳

古
道
の
条
件
を
満
た
し
、
ブ
ナ
林
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
道
。
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
な
る
が
、
百
二
十
に
入
れ
る
か

ど
う
か
検
討
中
」
と
の
こ
と
。 

・
七
月
十
四
日
八
時
か
ら
鳥
海
山
古
道

に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
開
催 

 

本
会
か
ら
は
、
矢
島
口
の
木
境
か
ら

祓
川
ま
で
の
登
拝
道
を
調
査
。
そ
の
他

に
つ
い
て
は
コ
ラ
ム
等
で
の
掲
載
も
考

え
て
い
る
。 

記
載
方
法
と
し
て
、
山
岳
古
道
は
山

道
が
中
心
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
は

コ
ラ
ム
等
に
す
る
等
、
実
際
の
調
査
票

の
記
入
法
等
の
指
導
が
あ
っ
た
。 

本
会
の
担
当
は
高
橋
潤
一
会
員
（
北

秋
田
市
出
身
）
。
調
査
は
十
月
十
七
日

（
月
）
の
予
定
。 

出
席
者 

本
部 

永
田
幸
太
郎 

松
本
博
子 

秋
田
支
部 

佐
藤
助
雄 

三
浦
昭
男 

 
 
 
 
 

鈴
木
裕
子 

 

※
全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 

 

保 

坂 

隆 

司 
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熱
海
市 

 
 
 

永
年
会
員 

支
部
設
立
会
員
・
名
誉
顧
問 

昭
和
三
十
三
年
四
月
入
会 

 
 

会
員
番
号 

四
六
六
三 

昭
和
三
十
四
年
度
～
三
十
八
年
度 

常
務
委
員 

昭
和
三
十
九
年
度
～
四
十
三
年
度 

昭
和
四
十
七
年
度 

 

監 

事 

平
成
十
一
年
度
～ 

 

顧
問 

平
成
十
九
年
度
～ 

 

名
誉
顧
問 

平
成
二
十
年
十
二
月 

永
年
会
員 

令
和
三
年
十
二
月
五
日
逝
去 

 

（
享
年
九
十
才
） 

 
二
〇
二
二
年
発
行
「
山
岳
」
一
一
七
の 

追
悼
に
掲
載
さ
れ
る
。 

設立 50 周年記念 
祝賀会で挨拶 

 

  

乳
頭
温
泉
郷 

秋
の
支
部
山
行 

 
 

高 

橋 

吉 

一 

秋
の
支
部
山
行
は
、
鶴
の
湯
を
出
発

し
て
乳
頭
温
泉
郷
を
巡
り
鶴
の
湯
に
帰

る
ル
ー
ト
で
行
っ
た
。 

 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
新
奥
の
細
道
の
「
先

達
渓
谷
出
で
湯
の
み
ち
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。 

鶴
の
湯
か
ら
蟹
場
温
泉
ま
で
の
旧
道

を
新
奥
の
細
道
と
し
て
整
備
し
た
３･

５
㎞
、
蟹
場
温
泉
か
ら
大
釜
温
泉
・
孫

六
温
泉
・
黒
湯
温
泉
・
休
暇
村
ま
で
の

湯
め
ぐ
り
コ
ー
ス
２･

７
㎞
、
休
暇
村
か

ら
キ
ャ
ン
プ
場
経
由
し
鶴
の
湯
温
泉
ま

で
の
旧
道
コ
ー
ス
３
・
２
㎞
、
全
行
程

約
９
・
４
㎞ 

標
高
差
は
約
２
０
０
ｍ

で
あ
る
。 

十
月
一
日
（
土
）
、
会
員
外
も
含
め
総

勢
二
十
五
名
、
秋
晴
れ
の
中
、
佐
藤
支

部
長
の
挨
拶
、
鎌
田
副
支
部
長
の
注
意

事
項
の
後
、
鶴
の
湯
温
泉
前
で
集
合
写

真
を
撮
っ
て
か
ら
、
九
時
に
出
発
。 

鶴
の
湯
温
泉
か
ら
神
社
を
少
し
過
ぎ

て
湯
ノ
沢
を
渡
り
、
ゆ
っ
く
り
と
杉
林

を
登
り
き
る
と
駒
見
峠
に
出
る
。 

こ
こ
か
ら
右
手
に
駒
ケ
岳
を
眺
め
な

が
ら
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
林

を
抜
け
、
歩
道
が
不
安
定
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
が
、
杉
林
を
下
り
、
先
達
川
の

支
流
を
渡
る
と
蟹
場
温
泉
に
着
く
。 

こ
こ
に
は
沢
蟹
が
多
く
い
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
、
最
近
は
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

日
は
小
沢
で
沢
蟹
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。 

蟹
場
か
ら
孫
六
温
泉
ま
で
は
、
先
達

川
沿
い
を
工
事
用
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
た
道
を
進
み
、
黒
湯
ま
で
。 

紅
葉
の
始
ま
り
と
土
曜
日
の
せ
い
か
、

ど
の
温
泉
の
駐
車
場
も
、
県
内
外
の
ナ

ン
バ
ー
を
付
け
た
車
で
ほ
ぼ
満
車
状
態

で
あ
っ
た
。 

黒
湯
か
ら
休
暇
村
ま
で
は
、
市
道
黒

湯
線
を
通
る
。
市
道
沿
い
に
は
空
吹
湿

原
ま
で
の
ブ
ナ
の
純
林
の
散
策
路
が
あ

る
。
ま
も
な
く
休
暇
村
に
着
き
、
芝
生

に
腰
を
下
ろ
し
て
の
昼
食
。 

午
後
一
時
、
休
暇
村
を
出
発
。
休
暇

村
の
ス
キ
ー
場
（
元
乳
頭
ス
キ
ー
場
）

か
ら
紅
葉
が
始
ま
っ
た
乳
頭
山
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
ブ
ナ
の
二
次
林
の
遊
歩

道
を
下
り
、
途
中
、
山
菜
の
ミ
ズ
を
採

り
な
が
ら
歩
く
会
員
も
お
り
、
楽
し
み

な
が
ら
乳
頭
キ
ャ
ン
プ
場
着
。 

県
道
西
山
生
保
内
線
を
横
断
、
先
達

川
の
吊
り
橋
を
渡
り
、
ツ
ア
ー
ル
の
森

を
通
り
、
鶴
の
湯
に
午
後
二
時
二
十
分

頃
、
参
加
者
全
員
無
事
に
到
着
。 

佐
藤
支
部
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
温

泉
に
入
り
、
冷
た
い
飲
み
物
等
を
頂
く
。 

 

疲
れ
た
足
に
温
か
い
温
泉
が
心
地
よ

か
っ
た
。 

 
 

 

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
中
高
年
向
き
コ

ー
ス
と
な
っ
て
い
た
が
、
少
し
ハ
ー
ド

な
行
程
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

私
に
と
っ
て
一
部
初
め
て
の
コ
ー
ス

で
も
あ
り
、
改
め
て
こ
の
地
域
の
自
然

の
豊
か
さ
を
再
確
認
し
た
。 

こ
の
エ
リ
ア
は
新
緑
の
ブ
ナ
林
散
策
、

冬
の
ブ
ナ
林
は
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
が
で
き 

ま
す
。
ま
た
別
の
季
節
に
皆
さ
ん
で
山

行
し
た
い
も
の
で
す
。 

※
ツ
ア
ー
ル
の
森
は
ド
イ
ツ
大
使
館
の

カ
ー
ル
ツ
ア
ー
ル
さ
ん
が
こ
の
森
（
乳

頭
温
泉
郷
鶴
の
湯
周
辺
の
ブ
ナ
の
森
）

を
訪
れ
た
時
、
そ
の
植
生
の
豊
か
さ
と

変
化
に
と
ん
だ
風
景
を
絶
賛
し
た
こ
と

に
ち
な
ん
で
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。 

                  

参
加
者 

佐
々
木
民
秀 

田
口
善
信 

佐
藤
和
志

今
野
昌
雄 
柳
田
勇
悦 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

後
藤
浩
二 

 

佐
藤
英
實 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

 

鈴
木
加
代
子 

小
松
芳
美 
畠
山
靖 

 
 
 
 

会
員
外 

柳
田
ル
イ
子
他
十
一
名 

                

         

ブナ二次林の遊歩道を歩く 先達川に架かる吊り橋 

鶴の湯温泉前で集合写真 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

保
坂
さ
ん
の
こ
と 

鈴
木
裕
子 

設立 40 周年記念式典時、男鹿半島を観光 
佐々木 長岩 松田副会長 保坂氏 鈴木 

も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
、
松
田
さ
ん
が
尽
力
さ
れ
て

調
べ
上
げ
た
資
料
も
含
め
て
、
保
坂
さ

ん
が
「
会
員
列
伝
」
と
題
し
て
纏
め
上

げ
、
設
立
四
十
周
年
記
念
誌
に
飾
ら
せ

て
頂
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
保
坂
さ
ん
は
本
会
百
年
史

編
纂
委
員
と
し
て
、
松
田
委
員
長
の
も

と
に
、
日
本
山
岳
会
百
年
史
の
「
日
本

山
岳
会
支
部
の
設
立
と
そ
の
歩
み
」
と

「
会
室
の
変
遷
」
、
そ
の
資
料
編
で
は
支

部
関
係
を
、
集
会
関
係
で
は
南
川
金
一

委
員
と
で
纏
め
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。 

尚
、
前
述
の
「
会
員
列
伝
」
が
、
百

年
史
編
纂
委
員
会
の
活
力
に
大
い
な
る

刺
激
を
与
え
て
い
た
と
い
う
事
を
、
後

日
に
な
っ
て
南
川
さ
ん
か
ら
知
ら
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
も
保
坂
さ
ん
の
努
力

の
賜
で
あ
り
、
そ
の
百
年
史
は
、
保
坂

さ
ん
に
と
っ
て
本
会
に
お
け
る
最
も
大

き
な
仕
事
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
と
ご

指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
、
衷
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
（
合
掌
） 

 

 

        

                 
 

私
は
高
校
時
代
（
昭
和
三
十
七
年
）

に
発
足
し
た
女
性
だ
け
の
山
岳
会
「
や

ま
ぶ
き
会
」
の
会
員
で
あ
っ
た
。
そ
の

研
修
会
の
講
師
の
一
人
で
あ
っ
た
保
坂

さ
ん
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
時
の
ガ
リ
刷
り
講
習
会
資
料
は
、

捨
て
き
れ
ず
に
、
ま
だ
手
元
に
あ
る
。 

社
会
人
と
な
っ
て
結
婚
、
子
育
て
と
、

山
へ
登
る
機
会
な
ど
全
く
な
い
時
代
を

過
ご
し
、
四
十
代
後
半
か
ら
ま
た
登
り

始
め
、
縁
あ
っ
て
日
本
山
岳
会
に
平
成

四
年
に
入
会
し
た
。
そ
の
年
の
年
次
晩

餐
会
に
初
め
て
参
加
し
、
落
ち
着
き
無

く
あ
た
り
を
見
回
し
て
い
た
ら
、
見
覚

え
の
あ
る
方
が
い
ら
し
た
。
記
憶
を
辿

っ
て
、
あ
の
時
指
導
し
て
頂
い
た
保
坂

さ
ん
だ
と
気
づ
き
、
遠
慮
し
な
が
ら
お

声
を
か
け
た
ら
、
ご
本
人
で
あ
っ
た
。 

平
成
十
一
年
、
秋
田
支
部
設
立
四
十

周
年
記
念
誌
の
「
会
員
列
伝
」
や
設
立

以
来
の
「
会
員
名
簿
」
を
ワ
ー
プ
ロ
へ

の
打
ち
込
み
を
依
頼
さ
れ
、
校
正
等
で

親
し
く
お
声
を
か
け
て
頂
く
よ
う
に
な

り
、
保
坂
さ
ん
が
帰
秋
の
際
に
は
、
支

部
の
方
々
と
の
懇
親
会
に
も
参
加
さ
せ

て
頂
い
た
。 

保
坂
さ
ん
に
は
、
高
校
時
代
の
懐
か

し
い
思
い
出
と
共
に
、
支
部
運
営
の
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
事
に
深
く
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。
（
合
唱
） 

山

岳

古

道

調

査

情

報 
 

・
矢
島
街
道
に
つ
い
て
本
会
理
事
か
ら

の
五
月
二
十
九
日
の
連
絡
を
要
約
。 

「
矢
島
街
道
、
由
利
本
荘
～
真
室
川
へ

の
街
道
は
、
特
に
そ
の
中
の
皿
川
～
甑

峠
～
鏡
沢
は
歴
史
・
距
離
な
ど
で
山
岳

古
道
の
条
件
を
満
た
し
、
ブ
ナ
林
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
道
。
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
な
る
が
、
百
二
十
に
入
れ
る
か

ど
う
か
検
討
中
」
と
の
こ
と
。 

・
七
月
十
四
日
八
時
か
ら
鳥
海
山
古
道

に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
開
催 

 

本
会
か
ら
は
、
矢
島
口
の
木
境
か
ら

祓
川
ま
で
の
登
拝
道
を
調
査
。
そ
の
他

に
つ
い
て
は
コ
ラ
ム
等
で
の
掲
載
も
考

え
て
い
る
。 

記
載
方
法
と
し
て
、
山
岳
古
道
は
山

道
が
中
心
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
は

コ
ラ
ム
等
に
す
る
等
、
実
際
の
調
査
票

の
記
入
法
等
の
指
導
が
あ
っ
た
。 

本
会
の
担
当
は
高
橋
潤
一
会
員
（
北

秋
田
市
出
身
）
。
調
査
は
十
月
十
七
日

（
月
）
の
予
定
。 

出
席
者 

本
部 

永
田
幸
太
郎 

松
本
博
子 

秋
田
支
部 

佐
藤
助
雄 

三
浦
昭
男 

 
 
 
 
 

鈴
木
裕
子 

 

※
全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 

 

保 

坂 

隆 

司 

氏 
 

熱
海
市 

 
 
 

永
年
会
員 

支
部
設
立
会
員
・
名
誉
顧
問 

昭
和
三
十
三
年
四
月
入
会 

 
 

会
員
番
号 

四
六
六
三 

昭
和
三
十
四
年
度
～
三
十
八
年
度 

常
務
委
員 

昭
和
三
十
九
年
度
～
四
十
三
年
度 

昭
和
四
十
七
年
度 

 

監 

事 

平
成
十
一
年
度
～ 

 

顧
問 

平
成
十
九
年
度
～ 

 

名
誉
顧
問 

平
成
二
十
年
十
二
月 

永
年
会
員 

令
和
三
年
十
二
月
五
日
逝
去 

 

（
享
年
九
十
才
） 

 

二
〇
二
二
年
発
行
「
山
岳
」
一
一
七
の 

追
悼
に
掲
載
さ
れ
る
。 

設立 50 周年記念 
祝賀会で挨拶 

 

  

乳
頭
温
泉
郷 

秋
の
支
部
山
行 

 
 

高 

橋 

吉 

一 
秋
の
支
部
山
行
は
、
鶴
の
湯
を
出
発

し
て
乳
頭
温
泉
郷
を
巡
り
鶴
の
湯
に
帰

る
ル
ー
ト
で
行
っ
た
。 

 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
新
奥
の
細
道
の
「
先

達
渓
谷
出
で
湯
の
み
ち
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。 

鶴
の
湯
か
ら
蟹
場
温
泉
ま
で
の
旧
道

を
新
奥
の
細
道
と
し
て
整
備
し
た
３･

５
㎞
、
蟹
場
温
泉
か
ら
大
釜
温
泉
・
孫

六
温
泉
・
黒
湯
温
泉
・
休
暇
村
ま
で
の

湯
め
ぐ
り
コ
ー
ス
２･

７
㎞
、
休
暇
村
か

ら
キ
ャ
ン
プ
場
経
由
し
鶴
の
湯
温
泉
ま

で
の
旧
道
コ
ー
ス
３
・
２
㎞
、
全
行
程

約
９
・
４
㎞ 

標
高
差
は
約
２
０
０
ｍ

で
あ
る
。 

十
月
一
日
（
土
）
、
会
員
外
も
含
め
総

勢
二
十
五
名
、
秋
晴
れ
の
中
、
佐
藤
支

部
長
の
挨
拶
、
鎌
田
副
支
部
長
の
注
意

事
項
の
後
、
鶴
の
湯
温
泉
前
で
集
合
写

真
を
撮
っ
て
か
ら
、
九
時
に
出
発
。 

鶴
の
湯
温
泉
か
ら
神
社
を
少
し
過
ぎ

て
湯
ノ
沢
を
渡
り
、
ゆ
っ
く
り
と
杉
林

を
登
り
き
る
と
駒
見
峠
に
出
る
。 

こ
こ
か
ら
右
手
に
駒
ケ
岳
を
眺
め
な

が
ら
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
林

を
抜
け
、
歩
道
が
不
安
定
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
が
、
杉
林
を
下
り
、
先
達
川
の

支
流
を
渡
る
と
蟹
場
温
泉
に
着
く
。 

こ
こ
に
は
沢
蟹
が
多
く
い
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
、
最
近
は
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

日
は
小
沢
で
沢
蟹
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。 

蟹
場
か
ら
孫
六
温
泉
ま
で
は
、
先
達

川
沿
い
を
工
事
用
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
た
道
を
進
み
、
黒
湯
ま
で
。 

紅
葉
の
始
ま
り
と
土
曜
日
の
せ
い
か
、

ど
の
温
泉
の
駐
車
場
も
、
県
内
外
の
ナ

ン
バ
ー
を
付
け
た
車
で
ほ
ぼ
満
車
状
態

で
あ
っ
た
。 

黒
湯
か
ら
休
暇
村
ま
で
は
、
市
道
黒

湯
線
を
通
る
。
市
道
沿
い
に
は
空
吹
湿

原
ま
で
の
ブ
ナ
の
純
林
の
散
策
路
が
あ

る
。
ま
も
な
く
休
暇
村
に
着
き
、
芝
生

に
腰
を
下
ろ
し
て
の
昼
食
。 

午
後
一
時
、
休
暇
村
を
出
発
。
休
暇

村
の
ス
キ
ー
場
（
元
乳
頭
ス
キ
ー
場
）

か
ら
紅
葉
が
始
ま
っ
た
乳
頭
山
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
ブ
ナ
の
二
次
林
の
遊
歩

道
を
下
り
、
途
中
、
山
菜
の
ミ
ズ
を
採

り
な
が
ら
歩
く
会
員
も
お
り
、
楽
し
み

な
が
ら
乳
頭
キ
ャ
ン
プ
場
着
。 

県
道
西
山
生
保
内
線
を
横
断
、
先
達

川
の
吊
り
橋
を
渡
り
、
ツ
ア
ー
ル
の
森

を
通
り
、
鶴
の
湯
に
午
後
二
時
二
十
分

頃
、
参
加
者
全
員
無
事
に
到
着
。 

佐
藤
支
部
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
温

泉
に
入
り
、
冷
た
い
飲
み
物
等
を
頂
く
。 

 

疲
れ
た
足
に
温
か
い
温
泉
が
心
地
よ

か
っ
た
。 

 
 

 

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
中
高
年
向
き
コ

ー
ス
と
な
っ
て
い
た
が
、
少
し
ハ
ー
ド

な
行
程
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

私
に
と
っ
て
一
部
初
め
て
の
コ
ー
ス

で
も
あ
り
、
改
め
て
こ
の
地
域
の
自
然

の
豊
か
さ
を
再
確
認
し
た
。 

こ
の
エ
リ
ア
は
新
緑
の
ブ
ナ
林
散
策
、

冬
の
ブ
ナ
林
は
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
が
で
き 

ま
す
。
ま
た
別
の
季
節
に
皆
さ
ん
で
山

行
し
た
い
も
の
で
す
。 

※
ツ
ア
ー
ル
の
森
は
ド
イ
ツ
大
使
館
の

カ
ー
ル
ツ
ア
ー
ル
さ
ん
が
こ
の
森
（
乳

頭
温
泉
郷
鶴
の
湯
周
辺
の
ブ
ナ
の
森
）

を
訪
れ
た
時
、
そ
の
植
生
の
豊
か
さ
と

変
化
に
と
ん
だ
風
景
を
絶
賛
し
た
こ
と

に
ち
な
ん
で
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。 

                  

参
加
者 

佐
々
木
民
秀 

田
口
善
信 

佐
藤
和
志

今
野
昌
雄 

柳
田
勇
悦 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

後
藤
浩
二 

 

佐
藤
英
實 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

 

鈴
木
加
代
子 

小
松
芳
美 

畠
山
靖 

 
 
 
 

会
員
外 

柳
田
ル
イ
子
他
十
一
名 

                

         

ブナ二次林の遊歩道を歩く 先達川に架かる吊り橋 

鶴の湯温泉前で集合写真 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

訃 

報 
 

元
会
員 

鈴 

木 

清 

さ
ん 

（
横
手
市
） 

元
秋
田
県
山
岳
連
盟
会
長 

令
和
四
年
七
月
十
日
逝
去 

（
享
年
八
十
八
才
） 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

新 

入 

会 

員 

紹 

介 
 

高 

橋 

雄 

悦 

（
六
十
才
） 

会
員
番
号 

一
六
九
七
四 

 
 

居
住
地 
秋
田
市 

入

会 

令
和
四
年
七
月 

紹
介
者 

鈴
木
裕
子 
鎌
田
倫
夫 

 

  本
会
通
常
総
会 

 
 

六
月
十
八
日(

土)

午
後
二
時
か
ら
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
。 

総
会
を
中
継
す
るZ

oom

のU
RL

を
傍

聴
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
か

ら
参
集
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
委
任
状

提
出
、
議
決
権
行
使
で
行
わ
れ
た
。 

総
会
出
席
者
は
二
十
七
名
、
委
任
者
、

議
決
権
行
使
者
を
含
め
合
計
二
五
九
〇

名
、
会
員
の
過
半
数
で
総
会
は
成
立
。 

進
行
は
柏
谷
澄
子
常
務
理
事
。
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
承
認
さ

れ
た
。
（
会
報
「
山
」
）
七
月
号
参
照
） 

 

会
長
は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
に
会
の
運
営
、
登
山
活
動
を

継
続
し
て
い
く
か
、
登
山
教
室
や
講
習

会
の
機
会
が
減
と
な
っ
た
こ
と
も
、
入

会
者
の
減
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
又
、

入
会
し
た
会
員
の
満
足
度
、
個
々
の
会

員
の
満
足
度
が
問
わ
れ
る
、
と
要
旨
で

述
べ
て
い
る
。 

会
員
か
ら
の
質
問
へ
の
回
答
（
抜
粋
） 

質
問
者 

佐
々
木
民
秀
永
年
会
員 

（
五
七
四
八
） 

①
登
山
道
調
査
等
国
土
地
理
院
と
の
連

携
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

な
ど
、
そ
の
進
捗
状
況
を
会
報
に
報
告

し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

回
答 

国
土
地
理
院
と
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。 

②
資
金
が
不
足
で
あ
れ
ば
「
会
報
」
や

「
山
岳
」
の
ペ
ー
ジ
を
減
ら
し
て
も
い

い
の
で
は
？ 

回
答 

印
刷
は
最
低
価
格
で
お
願
い
し

て
い
る
。
ペ
ー
ジ
減
と
し
て
も
価
格
は

変
わ
ら
な
い
。 

そ
の
他
。 

令
和
五
年
度
の
全
国
支
部
懇
談
会
は
、

群
馬
支
部
の
設
立
十
周
年
を
記
念
し
て
、

九
月
三
十
日
～
十
月
一
日
、
水
上
温
泉

で
開
催
の
予
定
。
ま
た
、
東
北
・
北
海

道
地
区
集
会
は
、
青
森
支
部
担
当
で
、

七
月
一
日
～
二
日
、
階
上
山
、
種
差
海

岸
散
策
で
行
う
予
定
。 

 

総
会
は
、
午
後
四
時
閉
会
し
た
。 

（
傍
聴 

鈴
木
裕
子
） 

会
員
数
情
報 
 
 

令
和
三
年
度
末 

 

◎
会

員

数 
 
 
  
 

四
五
一
四
名 

 
 

名
誉
会
員 

 
 
 
 
 

 

四
名 

永
年
会
員 

 
 
 
 

四
五
八
名 

 
 

終
身
会
員 

 
 
 
 
 

一
八
名 

 
 

通
常
会
員 

 
 
 

三
六
四
五
名 

 
 

青
年
会
員 

 
 
 
 
 

五
〇
名 

 
 

家
族
会
員 

 
 
 
 

一
二
八
名 

 
 

団
体
会
員 

 
 
 
 
 

七
四
名 

◎
準 

会 

員      
     

二
五
〇
名 

秋
田
支
部
会
員
数 

 
 

四
十
七
名 

（
令
和
四
年
四
月
一
日
現
在
）  

 

「
国
立
公
園
範
囲
拡
張
候
補
地
・

八
幡
平
周
辺
地
区
今
後
に
つ
い
て

の
勉
強
会
」
開
か
れ
る 

 

七
月
十
三
日
（
水
） 

午
後
三
時
か

ら
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
「
マ
タ
ギ
ホ

ー
ル
」
で
開
催
。 

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道(

株)

社
長 

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
吉
山
理
事
長 

他
十
五
名
参
加
。 

秋
田
支
部
参
加
者 

 
佐
藤
和
志
支
部
長 

鎌
田
倫
夫
副
支
部
長  

秋

田

県

山

岳

連

盟

総

会 
 

 

四
月
三
十
日 

午
後
一
時
か
ら
イ
ヤ

タ
カ
会
館
で
開
催
。 

秋
田
支
部
関
係
出
席
者 

今
野
昌
雄 

後
藤
浩
二 

高
橋
吉
一 

畠
山
靖 

 

中
央
地
区
山
岳
協
議
会
総
会 

 
 

六
月
十
五
日 

書
面
表
決 

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お

り
可
決
。 

 会

務

報

告 
 

〇
事
務
局
会
議 

・
四
月
二
十
八
日
午
後
一
時
、
秋
田
市

北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

 

会
費
納
入
の
お
願
い
、
山
行
案
内
等

郵
送
。 

 

・
五
月
二
十
日
午
後
一
時
、
秋
田
市
北

部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

 

会
報
百
二
十
二
号
等
発
送
。 

 

支
部
山
行
、
秋
田
街
道
調
査
等
の
打 

ち
合
わ
せ
。 

・
七
月
二
十
二
日
午
後
一
時
、
秋
田
市

北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

会
報
百
二
十
三
号
等
発
送
。 

・
八
月
三
十
日
午
後
一
時
、
秋
田
市
北

部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

秋
の
山
行
案
内
等
発
送
。 

 出
席
者 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

 

三
浦
昭
男 

鈴
木
裕
子 


